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AIと哲学？　AIの哲学？　哲学の AI
堀 浩一1 （1. 東京大学）

 
AI研究というのは，常に怪しい香りが漂う学問領域であったし，これからも，そうであろう．怪しい香りのしなく

なった技術領域や科学領域は， AI研究からは卒業していく．怪しい香りを敏感に嗅ぎ取り，いちいち文句を

言って厳しい論戦を挑んできてくれるのは，これまで哲学者だけであったし，これからも，そうであろ

う．我々は哲学者と議論しながら，自分が何を研究しようとしているのかを見つめ直し続けてきた．この， AIと

哲学の間の望ましい関係は，今後も変わらないと考えるが，ここで，さらにもう一歩踏み込んでみたい．すなわ

ち， AI研究にとって哲学が不可欠なだけでなく，哲学にとって AIが不可欠になる，という可能性を考え，議論し

てみたい．

 
 

(Tue. Jun 4, 2019 1:20 PM - 3:00 PM  Room G)

産業における人工知能の実用的発展と、人工知能を用いた

商品価値生成
三宅 陽一郎1 （1. 株式会社スクウェア・エニックス）

 
エンターテインメント産業は，顧客に日常にはない「体験」を提供する産業である．特にデジタルゲームにおい

ては，戦闘にせよ，会話にせよ，ユーザはほとんどの時間をキャラクターとのインタラクションに費やす．そこ

でキャラクターの知能の多様さと高さは，ユーザ体験の質に直結する．人工知能の質を高めることは，商品価値

を高めることでもある．そういった人工知能は世界中で数億～数十億回，ユーザの相手をすることになる．また

「メタ AI」はゲーム内に実装される人工知能であるが，これはログなどから常にユーザの心理状態を推定し，心

理状態に応じてキャラクターの生成や攻撃タイミングをコントールし，一定の体験の品質を保障するものであ

る．さらに企業における実用的価値として，人工知能に人間の作業をアシストさせることで，一人の作業効率が

数倍～数十倍にも上がることになる．デバッグ作業やデータ製作において，人工知能が活躍することで起こるコ

ストリダクションが人工知能に期待されている．上記三点から，企業における人工知能の実用的側面と人工知能

を用いた商品価値生成について解説する．


